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本
庄
村
長
に

三
回
就
任
し
た
岡
田
善
蔵

大

l[ 

美

J:i;1 

山
科
飢
刷
飢
H
K

明
治
二
」!
二
年

(一

八
八
九
)

江
青
木
凶
背
木
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
本
庄
村
は
、
附
利
二
十
五
年

(一

九
五

O
)
に
神
戸
市
に
合
制
す
る
ま
で

六
十

一
年
の
庇
史
が
あ
る
。
こ
の
川
、

十
四
代
の
村
長
を
生
ん
で
い
る
が
、
こ

州

一
、
四
代
、
六
代
、
八
代
の
三
回
に
わ
た
っ
て
村
長
を
務
め
た
人

物
が
い
る
。
深
江
の
問
問
普
蔵
村
長
で
あ
る
。
武
庫
郡
部
会
議
民
、
郡
会
談
長

も
郎
任
し
地
方
政
治

一
筋
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。

問
問
諮
政
村
長
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
昭
和
」
l

七
年

(一

九
山

一一)
ご
ろ
か
ら
本
庄
村
史
の
訓
査
に
当
た
っ
た
松
旧
直

一
さ
ん
の
手
折
き
の
ノ
ー

ト

(以
下
「
松
郎
ノ
ー
ト
」
と
表
記
)
し
か
な
か

っ
た
。
悦
平
均
し
た
史
料
だ
け

に
、
ど
こ
ま
で
正
純
な
の
か
、
判
断
に
迷
っ
て
い
た
。
し
か
も
附
旧
家
の
本
来

筋
に
当
た
る
問
問
茂
義
家
は
京
京
に
転
居
さ
れ
、
史
料
も
京
京
に
移
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
た
だ
け
に
、
地
元
に
は
史
料
は
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
、

「本
I

比
村
山
見
』
の
地
理
編
民
俗
編
を
刊
行
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
に
な
っ
て
、
深
江
本
町
在
住
の
普
蔵
の
孫
岡
田
克
至
さ
ん
が
近
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
岡
旧
家
の
貴
重
な
史
料
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
た
問
問
普
践
の
服
歴
書
と
松
田
ノ

i
lを
比
較
し
て
、
ノ
ー
ト

の
正
昨
さ
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
服
代
本
庄
村
長
に
つ
い
て
は
次
に
予
定
し
て
い

る

『本
庄
村
史
』
岡
山
史
編
に
も
盛
り
込
む
予
定
だ
が
、
史
料
の
残
っ
て
い
る
人 I主

岡田普蔵肖{曲

の
中
で
、

物
を
中
心
に
、
こ
の
間
で
も
迎
載
の
形
で
紹
介
を
続
け
た
い
。
ま
ず
は
地
方
政

治

一
筋
に
生
き
た
問
問
普
蔵
の
歩
み
か
ら
ー
ー
。

岡
田
家
は
、
江
戸
時
代
網
屋
と
い
う
屋
号
を
持
ち
庄
屋
役
を
務
め
、

代
々
茂

左
衛
門
と
称
し
た
。
綱
元
と
し
て
漁
業
に
携
わ
る
一
方
で
、
土
地
集
引
を
進
め

た
。
問
問
普
肢
は
、

X
久
二
年

(一

八
六
二
)
イ

一
月
五
日
、
七
代
田
問
旧
茂

左
衛
門
松
肢
の
五
切
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
岡
本
村
に
桜
子
に
出
る
な

ど
し
た
が
、
結
局
深
泊
村
に
一民
っ
て
分
家
を
興
し
、
商
岡
田
家
の
祖
と
な

っ
た
。

掠
削
減
は
明
治
凶
十
三
年

(一

九

↑
O
)
に
武
庫
郡
水
産
組
合
が
作
ら
れ
る
と

訓
組
合
長
や
総
長
を
服
任
、
漁
場
争
い
な
ど
に
し
ば
し
ば
仲
放
に
入

っ
た
。
大

正
十
年

(一

九
こ

こ

に
兵
時
間
如
水
産
組
合
述
合
会
が
法
改
正
に
よ
り
改
組
さ

れ
た
時
、
諮
政
は
武
庫
郡
水
産
組
合
組
長
の
職
に
あ
り
、
武
体
制
岬
水
産
組
合
と

兵
廊
川
県
水
産
組
合
連
合
会
の
両
方
か
ら
長
年
の
功
絞
を
表
彰
さ
れ
て
い
る
(
松

田
ノ

l
ト
凹
巻
七
」
l

凹

ベ

ジ

)
。

q
L
 

圏
西
代
・
六
代
・
八
代
の
村
長
就
任
と
功
続

し
か
し
、
枇
も
大
き
な
足
跡
は
地
方
政
治
へ
の
功
絞
だ
ろ
う
。
明
治
ニ
イ
年

(一

八
八
七
)
数
え
二
」l
六
段
で
深
江
刺
刺
殺
会
純
白
に
当
選
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
表

(次
頁
)
の
よ
う
に
絞
只
を
府
任
。
そ
し
て
明
治
二
十
八
年
十
二
月、

兄
正
械
の
後
を
受
け
て
第
四
代
村
長
に
就
任
し
た
。
数
え
三
十
凶
作
胤
の
若
き
で

あ
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
十
二
月
に
村
長
を
満
期
退
脱
す
る
が
、

一
年
余
り
後
の
明
治

=一
十
四
年
コ
一
月
に
六
代
村
長
に
当
選
し
た
。
た
だ
こ
の
と
き
は
明
治
三
十
六
年

七
月
、
任
期
途
中
で
村
長
を
辞
任
し
て
い
る
。
履
歴
書
に
は
「
家
事
ノ
都
合
ニ

ヨ
リ
」
と
し
か
告
か
れ
て
い
な
い
。
三
度
目
は
、
明
治
四
十
年
六
月
、
第
八
代

目
村
長
に
就
任
。
実
は
こ
の
と
き
郡
会
議
員
を
兼
務
し
て
い
た
が
九
月
に
郡
会

議
只
の
任
期
が
満
了
。
同
四
十
四
年
に
村
長
に
再
選
さ
れ
、
大
正
二
年

(
一
九

一
三
)
六
月
「
家
事
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
」
辞
織
す
る
ま
で
六
年
間
村
長
を
務
め
た
。
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篠
田
省
若

『自
治
団
体
の
沿
革
』
(
東
京
都
民
新
聞
社
、
昭
和
五
年
)
は
、

同
凹
普
蔵
を
評
し
て
「
温
厚
篤
実
人
格
t
同
潔
」
と
し
て
い
る
。
明
治
二
十
六
年

の
早
魁
で
起
き
た
芦
屋
川
水
車
と
東
川
用
水
に
頼
る
本
庄
地
区
五
ヵ
村
と
の
訴

訟
で
、
普
政
は
仲
介
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
。
こ
の
紛
争

の
全
容
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
訴
訟
は
長
期
間
に
わ
た
り
郡
政
に
も
支
障
を

来
た
し
、
当
時
の
土
橋
多
四
郎
郡
長
が
調
停
を
試
み
た
が
失
敗
。
同
二
十
七
年

十
二
月
に
郡
長
に
な
っ
た
阿
部
光
忠
は
、

普
蔵
の
力
を
借
り
て
よ
う
や
く
円
満

解
決
さ
せ
た
。
阿
部
郡
長
は
、
明
，
泊
三
十
年
九
月
「
当
時
ノ
状
ヲ
追
想
」
、
芦

屋
川
水
利
功
労
と
し
て
銀
杯
を
贈

っ
て
い
る
(
松
田
ノ
ー
ト
凹
巻
五
十
五
ペ
ー

ジ
)。

ま
た
明
，
泊
二
十
九
年
御
影
町
外
八
ヶ
町
村
組
合
立
苑
原
高
等
小
学
校
の

開
校
に
協
力
、
同
三
十
二
年
=一
月、

学
校
管
理
者
で
も
あ
っ
た
阿
部
郡
長
は
普

蔵
に
銀
杯
を
贈
っ
て
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
(
同
五
十
九
ベ
ジ
)
。

ま
た
第
六
代
村
長
時
代
に
は
、
本
庄
村
役
場
を
新
築
し
た
。
明
治
三
十
五
年

一
月
の
閉
庁
式
で
の
普
蔵
の
答
鮮
に
よ
れ
ば
、
村
財
政
は
不
振
だ
っ
た
が
、
そ

れ
ま
で
の
庁
舎
は
借
家
で
、
不
便
な
う
え
不
経
済
な
た
め
、
思
い
切

っ
て
新
築

し
た
と
い
う
(
同
八
十
三
ペ
ー
ジ
)
。
第
八
代
の
こ
ろ
は
深
江
田
辺
の
改
修
に

功
殺
が
あ
り
、
村
長
退
任
後
の
大
正
三
年
十
月
、
改
修
の
功
続
に
よ
り
銀
杯
を

贈
ら
れ
た

(同
行
十

一
ペ

ー
ジ
)
。

岨
郡
会
議
員
と
の
兼
務

岡
田
普
蔵
は
村
長
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
交
互
に
郎
会
議
円
以
も
務
め
て
い
る
。

当
時
の
郡
会
議
只
は
、
村
氏
な
ど
と
の
兼
務
も
可
能
で
、
明
，
品
二
十
三
年
の
法

律
で
は
任
問
削
六
年
。
町
村
税
の
賦
諒
さ
れ
る
地
価

一
万
円
以
上
の
土
地
を
持
つ

大
地
主
選
出
議
只
と
、
町
村
会
が
選
挙
し
町
村
か
ら

一
人
ず
つ
選
出
す
る
町
村

選
出
議
員
が
あ

っ
た
。
明
治
三
十
二
年
に
は
大
地
主
の
特
織
を
廃
止
、
町
村
公

民
か
ら
選
挙
で
選
び
、
任
期
も
凶
年
に
短
縮
、
定
只
は
二
十
六
人
と
し
た
。

岡
田
普
磁
の
最
初
の
当
選
は
、
明
治
三
十
六
年
九
月
で
地
主
選
出
議
員
が
廃

止
さ
れ
た
後
で
あ

っ
た
。
「
家
事
ノ
都
合
ニ
ヨ
リ
」
第
六
代
村
長
を
府
職
し
て

か
ら
二
ヵ
月
ほ
ど
し
か
た

っ
て
い
な
い
。
明
治
問
十
年
六
月
に
第
八
代
村
長
に

当
選
後
、
同
年
九
月
に
は
郡
会
議
員
を
満
期
退
任
す
る
が
、
四
年
後
の
明
治
四

十
凶
年
に
は
、
村
長
在
職
の
ま
ま
御
影
町
選
挙
区
か
ら
当
選
。
大
正
二
年
に
町

長
を
退
任
す
る
ま
で
郡
会
議
員
と
の
兼
任
が
続
く
。
大
正
四
年
に
本
庄
村
選
挙

区
か
ら
郡
会
議
員
に
当
選
し
、
大
正
六
年
か
ら
一

年
間
部
会
議
長
。
大
正
十
二

年
に
郡
制
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
郡
会
議
員
の
地
位
に
あ

っ
た
。
引
退
後
も
深
江

区
長
な
ど
を
務
め
津
知
川
改
修
や
深
江
の
区
画
整
理
に
尽
力
し
た

(松
田
ノ
ー

ト
四
巻
百
十
三
ペ
ー
ジ
)
。
昭
和
十
二
年

(

一
九
三
七
)
四
月
死
去
。
数
え
七

十
六
歳
だ
っ
た
。
地
方
自
治
に
尽
く
し
た
一
生
だ
っ
た
。

表 岡田普蔵の公職略歴

'YIi古20'1 1887 12J} 22H 昨u
2111 1888 2 J} 18日 保臼村外J ヶ付迎合会議n当選

3 JJ 29 1'1 iluJ:H総代吋i並

5 Jl 25 1:1 深江村 外 ヶ 付 勧 業 会日当選

221ド 1889 4 J}25H 4'庄村付金!日w当選

2511 1892 '1 }j 181:1 4'Jl，付村会;，ul;担うえにつき選挙掛選任

28年 1895 12f1 2 1:1 本庄村第4代付長当;:!!1

32年 1899 12!1 9 H 4'11:村村Hj日職

34年 1901 3月2'11:1 本Ji'付第6代村長当選

36年 1903 7 J} :永τ}I円筒合により本庄村村氏辞任

9 }] 30日 武"'{1m沼会議u当選

38年 1905 12月7H 武，，111田名持厳参'}I会日に補充

40'1' 1907 6月18日 本庄村第 8ft付長当選

9 }] 29日 武ll!l軍部会設μ満期退任

"4.1'1 1911 6月 本11'付付 l~Jヰ坦

9JJ30tl 武w郡部会議只 'i選(御影町選挙区)

大正2年 1913 6月 京市)1の都合により本庄村村長鮮任

4 '1 1915 9月30FI 武服部1盟会議11当選(本庄付選挙区)

6 '1' 1917 lH 武ド111出郎会議長当選

4 }] 本11'付付金議u，"'巡

81~ 1919 10月30FI ，i，WI出郎会議11当選(本庄村選挙区)

I011~ 1921 1 }]29日 I孔服部名誉聡害 )1会nに補充 (1年間)

" !I 本庄村付金議n当選

12'1' 1923 3 !J311:1 l部制廃止により 郎会37HBた職

3 
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展
示
品
と
の
対
話

ご

凶
)

カ

キ

氷

機

水

I I 

千

旦〈

山
ん
科
制
研
究

μ

絶
え
間
な
く
と
ミ
の
弥
が
続
く
昼
下
が
り
。
ガ
ラ
ス
の
絡
に
ゆ
ら
れ
た
氷
の

山
を
ア
ル
ミ
の
λ
プ
l
ン
で
端
か
ら
く
ず
し
て
食
べ
る
。
カ
キ
氷
は
、
ま
さ
に

夏
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
食
べ
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
史
料
館
の
季
節

展
示
「
一足
の
風
物
詩
」
で
も
、
食
品
り
ン
プ
ル
の
力
キ
氷
が
民
一引
に
彩
り
を
添

え
て
い
る
。
そ
の
カ
キ
氷
を
竹
る
川

n-LH二
内
、
史
料
館
の
収
蔵
'
穴
料
に
加
わ

っ

た
。
以
近
の
又
祭
り
の
夜
山
な
と
で
見
か
け
る
の
は
む
品
川
式
だ
が
、

二
山
'
は
と

も
に
手
動
式
で
銚
物
製
の
が

っ
し
り
と
し
た
作
り
で
あ
る
。

問
物
館
施
設
で
は
新
た
な
資
料
を
収
集
す
る
と
、
写
真
似
彩
を
し
て
台
帳
カ
ー

ド
を
行
成
す
る
。
項
目
や
株
式
は
施
設
に
よ
っ
て
災
な
る
が
、
資
料
の
名
称
、

材
質
、
収
集
地
名
、
収
集
年
月

H
、
製
作
方
法
、
使
川
方
法
、
資
料
の
特
徴
な

ど
、
要
す
る
に
資
料
の
身
分
証
明
白
を
作
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
史
料
館
で
も

早
川
泌
台
帳
カ
ド
に
記
入
を
し
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
つ
問
題
が
あ
っ
た
。

以
前
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
使
い
方
は
わ
か
る
の
に
名
称
が
わ
か
ら
な
い
資
料

と
し
て
「
手
洗
い
タ
ン
ク
」
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
日

こ
の
カ
キ
氷
を
作

る
用
具
も
や
は
り
正
式

名
称
が
は

っ
き
り
し
な

い
の
だ
。
資
料
に
は
そ

れ
ぞ
れ
「
日
乃
出
」

「
K
I
R
I
」
と
商
品

名
だ
と
忠
わ
れ
る
文
字

が
鋳
出
し
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
用
具
の
名
称

カキ氷機(日乃出)

は
見
当
た
ら
な
い
。
思

い
つ
く
の
は

「氷
削
り

機
」
「
氷
か
さ
機
」
な

と
だ
ろ
う
か
。
氷
を
小

カキ氷機 (KIRI)

刀
や
飽
で
削
る
こ
と
も

あ
る
の
で
「
氷
川
り
機
」

が
良
い
よ
う
に
も
思
え

る
し
、
カ
キ
氷
を
作
る

の
だ
か
ら

「氷
か
き
機
」
の
カ
が
わ
か
り
や
す
い
気
も
す
る
。
「
カ
キ
氷
」
と

「機
」
を
キ
ィ
ワ
!
ド
に
イ
ン
タ
ー
ネ
γ

|
倹
紫
を
お
こ
な
う
と
、
メ
ー
カ
ー

の
ヰ
ァ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
レ
ン
タ
ル
川
口
問
が
ヒ
y
卜
す
る
。
そ
れ
ら
の
ホ
ー

ム
ベ
l
ジ
に
は
、

「氷
削
機
」
「
カ
キ
氷
製
竹
機
」「
カ
キ
氷
機
」「
ア
イ
ス
ラ
イ

ザ
l
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
少
し
根
本
的
な
問
題
に
立
ち
帰
っ
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
カ
キ
氷

の
氷
は
、
「削
る
」
の
か

「強
く
」
の
か
と
ち
ら
な
の
だ
ろ
う
。
「広
科
叶
H

処
』
で

「か
き
こ
お
り
」
を
引
い
て
み
る
と
、
前
日
坑
ハ
な
こ
と
に

「欠
ぷ
」
と
い
う
漢
字

が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
項
目
解
説
に
は
、
「
①
氷
を
欠
き
く
だ
い
た
も
の
。
ぶ
っ

か
き
。
②
こ
お
り
を
削
っ
て
雪
状
に
し
た
も
の
に
、
ン
ロ

y
プ
な
ど
を
か
け
た

も
の
。
こ
お
り
み
ず
。
こ
お
り
す
い
。
ゆ
き
。」
と
あ
る
。「
か
く
」
は

「欠
く
」

な
の
か
と
な
表
を
つ
か
れ
た
思
い
で
、
今
度
は

「扱
く
」
を
引
く
と
、
項
目
解

説
②
に
「
道
具
を
動
か
し
て
物
の
而
を
削
る
」
と
あ
り
、
川
例
と
し
て
「
氷
を

錨
く
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
欠
く
」
に
は
、
「削
る
」
と
い
う
意
味
も

「氷」

と
の
関
連
を
一
示
す
朋
例
も
な
い
が
、

「欠
く
」
の
項
目
解
説
①
「
一

部
分
を
こ

わ
す
」
を
読
む
と
、
子
供
の
頃
高
熱
を
出
す
と
、
母
が
プ
ロ
ァ
ク
状
の
氷
を
ア

イ
ス
ピ
ッ
ク
で
割
っ
て
氷
枕
に
入
れ
て
く
れ
た
の
を
ふ
と
思
い
出
す
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
話
公
の
混
乱
が
あ
る
。一

体
な
ぜ
こ
ん
な
混
乱
が
起
こ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

- <1 
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『枕
草
子
」
で
は
、
「
あ
て
な
る
も
の
」
つ
ま
り
上
品
な
も
の
と
し
て
、
氷

を
小
刀
で
削
っ
た
「
削
り
氷
(
ひ
こ
に
甘
味
を
つ
け
、
新
し
い
金
鋭
(
か
な

ま
り
)
に
入
れ
た
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
笥
状
に
削
っ
た
氷
に

y
ロ
y
プ
を
か

け
て
食
べ
る
カ
キ
氷
の
原
型
が
こ
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
設
族
た
ち

は
「
氷
水
(
ひ
み
ず
こ
と
呼
ば
れ
る
制
っ
た
氷
に
水
を
入
れ
た
も
の
も
楽
し

ん
で
い
た
。
夏
に
氷
を
楽
し
む
文
化
は
、
氷
室
の
有
在
と
と
も
に
古
代
か
ら
伝

え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

一
一
般
山
肌
民
が
、
氷
を
簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
は
近
代
以
降
で
あ
っ
た
。

『
明
，
泊
予
物
起
源
』ほ
か
ら
は
、
明
治
時
代
の
庶
民
と
氷
と
の
関
わ
り
が
読

み
取
れ
る
。
以
下
に
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
み
た
。

①

明
治
四

4
に
始
ま

っ
た
氷
の
輸
入
を
契
機
に
氷
の
前
裂
が
高
ま
り
、

さ
ま
さ
ま
な
地
域
か
ら
天
然
氷
が
取
り
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か

し
、
運
搬
中
に
裕
け
る
な
と
の
問
題
が
あ
り
、
充
分
な
供
給
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。

②
 
や
が
て
、
北
海
道
に
製
氷
場
が
作
ら
れ

「閉
館
氷
」
と
呼
ば
れ
る
氷
が

広
く
出
回
り
、
氷
塊
の
小
売
が
始
ま
っ
た
。

③

起
源
は
諸
説
あ
る
が
、
明
治
七
、
八

4
に
は
「
氷
水
で
」
お
り
す
い

こ
お
り
み
ず
ご

と
呼
ば
れ
る
口
聞
を
売
る
滋
応
が
増
え
、
ガ
ラ
ス
の
盆
に

盛
っ
て
出
さ
れ
て
い
た
。

@
「
氷
水
庖
」
は
、
最
初
日
剛
人
や
地
位
の
あ
る
人
が
山
入
り
す
る
の
は
は

ば
か
れ
る
類
の
脂
で
あ
り
、
氷
塊
を
引
っ
て
帰
っ
て
自
宅
で
使
う
こ
と
が

多
か
っ
た
。

⑤

上
記
の

「
氷
水
」
は
、
氷
の
拠
を
白
い
布
で
く
る
み
槌
で
打
ち
砕
き
、

そ
れ
を
水
制
り
に
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

『明
治
引
物
起
搬
』
が
執
市

さ
れ
た
時
期
に
は
、
飽
で
削
る
も
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。

⑥

圏
内
で
本
絡
的
に
人
造
氷
製
作
が
お
こ
な
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
明
治
二

O
年
以
降
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
す
る
と
用
語
に
出
乱
が
生
じ
た
事
情
が
少
し
ず
つ
わ

か
っ
て
く
る
。
元
来
氷
の
食
べ
方
に
は
、
欠
い
て
砕
い
た
氷
に
水
を
入
れ
た
も

の
と
、
削
っ
た
氷
と
い
う
二
種
類
が
あ
り
、
「
氷
水
」
「
削
り
氷
」
と
い
う
よ
う

に
呼
び
方
も
分
か
れ
て
い
た
。
技
術
的
に
は
、
氷
を
雪
状
に
削
る
よ
り
、
割
る

方
が
手
軽
だ
っ
た
は
ず
だ
。
だ
か
ら
、
明
治
の
始
め
の

「氷
水
」
も

「打
ち
砕

い
た
も
の
」
が
主
流
だ
っ
た
。
や
が
て
、
人
法
氷
の
誕
生
、
保
冷
の
技
術
や
鈎

な
ど
道
共
の
発
展
に
伴
っ
て
、
も
っ
と
舌
触
り
の
よ
い
「
氷
を
削
っ
て
叩
」
状
に

し
た
も
の
」
に
移
行
し
今
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
両
方
の
意
味
を
表

す
名
称
と
し
て
な
ぜ
か
「
カ
キ
氷
」
が
定
指
し
た
。
そ
の
飢
献
が
、
今
な
お
統

く
刑
訴
の
混
乱
を
招
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

給
付
、
正
式
名
称
を
科
'
疋
で
き
な
い
ま
ま
、
台
帳
カ
ド
に
は
使
宜
上
「
カ

キ
氷
機
」
と
記
入
し
た
。
「カ
キ
水
」
が

一
般
的
な
名
称
で
あ
る
こ
と
を
考
雌

す
る
と
理
解
を
併
や
す
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
め
ず

ら
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
博
物
館
施
設
の
情
報
交
換
の
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
緋
築
を

待
望
す
る
瞬
間
で
も
あ
る
。

「
身
に
染
む
や
夏
の
氷
の
有
雄
さ
」

『明
，
泊
事
物
起
源
』
に
は
、
九
代
目
団
」l
郎
が
知
人
に
走
っ
た
こ
ん
な
句
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
、
氷
を
求
め
て
群
が
る
人
々
を
見
て
詠
ん
だ
も

の
だ
と
い
う
。
今
で
は
冷
一
周
袋
出
や
冷
凍
冷
蔵
庫
が
普
及
し
、
暑
さ
を
し
の
ぐ

術
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
明
治
の
人
た
ち
を
そ
れ
ほ
と
魅
了
し
た
氷
に
人
が
群

が
る
こ
と
は
な
い
。
現
代
の
若
者
た
ち
が
、
砕
い
た
氷
が
涼
を
と
る
の
に
と
れ

ほ
ど
役
立
つ
か
身
を
以
っ
て
知
る
の
は
、
炎
天
下
の
中
子
園
で
「
か
ち
剖
り
氷
」

を
手
に
応
援
す
る
時
か
も
し
れ
な
い
。

註
川

水
口
千
単
「
手
洗
い
タ
ン
ク
|
|
展
示
品
と
の
対
話
イ

l
l」
『
生
活

文
化
史
|
l
史
料
館
だ
よ
り
』
二
八
日

二
O
O
一
年
三
月
一一一

日

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
飢

石
升
研
堂

「明，

m事
物
起
源
』
ち
く
ま
年
芸
i

又
雌

筑
摩
お
一切

(2) 

5 

-
九
九
七
年
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の
発
行

こ
の
た
び
、
史
料
館
の
成
り
立
ち
、
歴
史
、
展
示
、
活
動
な
ど
、
史
料
館
の

す
べ
て
が
わ
か
る

一
附
と
し
て

「ま
ち
の
腔
史
と
く
ら
し
』

(平
成
げ
年

3
月

初
日
発
行
)
を
刊
行
し
ま
し
た
。

一
九
八

一
年
に

「神
戸

深
江
会
館
生
活
文
化
史
料
室
」

と
し
て
産
声
を
上

げ
た
史
料
館
は
、
翌
々
年
に
は
施
設
を
拡
充
し
「
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
」

と
名
を
改
め
、
地
域
に
密
着
し
た
持
物
館
と
し
て
地
元
の
方
々
に
育
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
『
本
庄
村
史
』
編
纂
の
た
め
に
地
元
の
協
力
の
も
と
で
収
集
さ
れ
た

資
料
の
公
開
に
伴
い
、
学
校
、
学
術
団
体
、
生
涯
教
育
機
関
な
と
か
ら
の
団
体

見
学
の
受
け
入
れ
、
各
種
講
演
会
、
研
究
会
開
似
へ
の
協
力
と
、
活
動
の
一怖
を

拡
げ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
本
住
は
、
史
料
館
の
収
蔵
資
料
に
加
え
て
、

活
動
の
全
容
、
周
辺
の
史
跡
な
と
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

A
4
版
、
全
力
ラ

l
U
頁
で
、
収
蔵
資
料
、
懐
か
し
い
風
景
、
史
跡
な
と
の

写
真
満
載
の
冊
子
で
す
。
史
料
館
で

一
冊
三

O
O
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

(文
官
水
口
千
里
)

『ま
ち
の
歴
史
と
く
ら
し
」

図
録

駐

。

審

畠

詔

嵐

品ぎ

蹄

d
w
v

-1，"'. 
6 

まちの歴史と〈告し

岬阻禽割岨間

一

新
着
資
料
の
う
ち
、

「
は
か
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ

っ
た
二一
点
で
す
。

今
後
、

「
展
示
品
と
の
対
話
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
着
資
料

一

「
は
か
る
」

む

鳥紗

6 -

台 ばか り

手動計算機

台 ばかり
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ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
と
史
料
館

1
1
本
山
町
中
学

校

の

生
徒
を
受
け
入
れ
て
ー
ー

水

千

[] 

山
ん
例
什
飢
冊
究
日

兵
庫
県
で
は
、
中
学
生
二
年
生
を
対
象
と
し
て
、
地
域
で
の
体
験
を
通
し
て

字
ぷ
「
ト
ラ
イ
や
る

・
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
る
。
史
料
館
で
は
、
毎
年

本
庄
中
学
校
の
二
年
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
本
年
度
も
六
月
九
日
、
一

O
自

の
二
日
問
、
宮
本
楠
丸
君
が
史
料
館
で
研
究
貝
と
し
て
の
業
務
を
体
験
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

九
日
は
、
史
料
館
の
閃
録

『ま
ち
の
歴
史
と
く
ら
し
』
と

『史
刺
館
だ
よ
り
」

で
一
三
号
の
発
送
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
冊
子
小
包
と
し
て
郵
送
す
る
の
で
、
取

初
に
、
史
料
館
山
ザ
川
の
封
筒
に
、
内
符
物
が
わ
か
る
よ
う
に
=
一向
の
切
り
込
み

を
人
れ
る
。
次
に
、
刻
門
川
氏
聞
に
附

f
小
包
と
料
金
後
納
の
ゴ
ム
印
を
押
し
、

刻
々
引
ン

l
ル
を
川
り
、
川

p

十
と
送
付
状
を
人
れ
て
対
を
す
る
。
以
後
に
送
付
先

リ
ス
ト
と
の
点
般
を
行
い

、
郎
川
山
い
川
ま
で
辺
ん
で
も
ら

っ
た
。
冊
数
が
多
く
か

な
り
の
作
業
H
M
だ

っ
た
が
、
向
守
的
に
休
憩
時
間
も
削
っ
て
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
れ
た
の
で
、
予
定
時
間
内
に
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
O
H
の
午
前
中
は
、
史
料
館

一
階
に
あ
る
季
節
展
示
コ

ー
ナ
ー
の
展
示
答

え
の
体
験
で
あ
る
。
ま
ず
展
示
中
の
五
月
人
形
を
欄
包
し
収
蔵
庫
に
収
納
し
た
。

次
に
、
次
の
季
節
展
示
「
哀
の
風
物
詩
」
展
示
に
使
用
す
る
資
料
を
収
蔵
庫
か

ら
出
し
、
テ

1
7
に
即
し
た
展
示
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し
た
上
で
、
実
際
に
展

示
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
ガ
ラ
兄
制
棋
の
畑
地
取
得
、
変

mの
お
債
な
ど
筏
本
君
が

初
め
て
自
に
す
る
も
の
や
虫
泡
、
山
山
捕
り
網
、
か
き
水
機
な
ど
な
じ
み
の
あ
る

も
の
な
ど
か
ら

M
き
な
資
料
を
選
ん
で
展
示
し
て
も
も
ら

っ
た
。
演
出
川
n
川と

し
て
か
き
氷
の
食
品
サ
ン
プ
ル
も
使
川
し
た
。

午
後
は
、
資
料
に
付
け
る
札
の
品
川成
を
お
こ
な

っ
た
。
札
に
は
、
資
料
の
収

政
帯
H
Vを
記
入
す
る
。
市
販
さ
れ
て
い
る
何
札
に
は
、
通
%
前
物
に
川
川
め
る
た

め
に
針
金
が
捻
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
長
則
川
悦
川
す

る
と
鈴
が
出
て
資
料
を
山
閉
め
る
。
ま
ず
針
金
を
外
し
、
代
わ
り
に
麻
紙
な
ど
自

然
素
材
の
統
を
つ
け
る
。

非
"
%
に
手
際
よ
く
、

一
O
O
枚
ほ
ど
の
荷
札
を
作
成

し
て
く
れ
た
。

最
後
に
二
日
間
の
作
業
に
つ
い
て
話
し
合
い
の
時
間
を
設
け
た
。
史
料
館
の

作
業
は
多
義
に
亘
り
、
外
部
の
人
た
ち
に
は
な
か
な
か
わ
か
り
づ
ら
い
。
宮
本

君
も
、
初
日
は
と
ま
と
い
が
あ
っ
た
た
め
か
や
や
緊
張
ぎ
み
だ
っ
た
が
、
二
日

目
に
な
る
と
史
料
館
の
ス
タ
7

7
と
の
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
り
、
リ
ラ
Y

ク

ス
し
て
作
業
に
従
事
で
き
た
よ
う
だ
つ
た
。

‘完成した季節展示

「夏の風物鯖Jの前

で、宮本揃丸君

l~ 

一7-

ー
発送作業をする ー-

宮本君惨 r'
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め
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に
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閉
村
長

の
足
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の
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